
           ○ 教室の目的   学びの場・体験の場･遊びの場等の提供 ○ 教室開設の経緯 平成 17 年度より「子どもの居場所づくり事業」を実施。公民館職員を中心に，多くの地域の方々に 携わっていただき，事業を開始した。平成 19 年度より「放課後子ども教室」として開催し，現在に至 る。 【開始年度】平成 19 年度 【実施校区】油木小学校区 【開催場所】油木公民館（和室・調理室･研修室）他 【コーディネーター人数】１人 【開催日・開催時間】土曜日午前中他  【安全管理員人数】10人 【学習アドバイザー人数】８人 【年間開催日数】33 日    ※別表参照 【参加学年・平均参加人数】 小学校１～６年生 児童 101 人中 48 人登録    ○ 主な活動内容 教室名 開催数 参加者数 平均人数 開催月 料理   7 170 24 5･6･9･10･12･2･3 柏餅・粽作り   1 26  6 蒟蒻作り体験  1  3  1 そば作り体験  1 20  12 お茶  4 49 12 7･9･11･1･3 将棋   5  82 16 6･8･10･12･2 囲碁  5  48 10 5･7･9･11･1･3 絵付け   5  83 17 同上 遺跡発掘体験   1  14  8 自然を楽しむ会  3   7  7（中止 2 回）  10 教室合計 33 502 16     ○ 特徴的な活動プログラム     遺跡発掘体験教室遺跡発掘体験教室遺跡発掘体験教室遺跡発掘体験教室（活動時間：9:00～15：00） 広島大学遺跡発掘調査隊（帝釈峡遺跡群）の現地調査へ一日参加し，古代の歴史を学ぶ体験教室   である。公民館へ集合し現地（大風呂遺跡）までマイクロバスで往復し，遺跡を掘り水洗いをして    埋蔵物を探す。親の作った昼食弁当を食べる楽しみもある。 料理教室料理教室料理教室料理教室（料理教室・柏餅・粽作り･蒟蒻作り・そば作り）（活動時間：9:00～12：00） メニュー，材料等は講師が用意し，試食後のかたづけまでをスケジュールとしている。 自然自然自然自然をををを楽楽楽楽しむしむしむしむ会会会会（活動時間：9:00～13：00） ふるさと八十八なかまの会による，地元権現山に設置してある 88 石仏を年３回にわけて参拝する。また，そのうち１回は永泉寺で座禅を組み修業体験を行なう。 
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ゆきゆきゆきゆきキッズクラブキッズクラブキッズクラブキッズクラブ    【【【【神石高原神石高原神石高原神石高原町町町町】】】】    教室教室教室教室のののの概要概要概要概要    
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 ○ プログラムの企画・立案の工夫 公民館職員が素案を計画し，講師との交渉を行い年間計画の立案を行っている。 ○ 安全管理面の工夫 各教室とも，保護者の参加を呼びかけ，目配りをしてもらう事で安全管理面に対処している。 ○ 広報活動の工夫 公民館便り（毎月発行）で募集の案内をしている（資料参照）。 ○ 学校との連携における工夫 会員登録を始め，各教室の取りまとめを小学校経由で行っている。参加児童の様子などを，学校へ 随時，情報提供している。 ○ 保護者との連携における工夫 保護者に教室への送迎をお願いしている。送迎時の挨拶の中で，日常的に連携を図っている。 ○ 放課後児童クラブとの連携における工夫 長期休業中については，クラブと教室の行事等が重ならないように，日程調整を行っている。 ○ 平成 24 年度の新規の教室（※夏休みの教室として開催） ◆陶芸教室･･地元陶芸クラブのメンバーに依頼し，２回教室を開催し，作品を仕上げている。 ◆ワクワク体験教室･･企業＆大学生（ワクワク学び隊）に依頼して，体験教室を実施。              【参加者の声】 （児童の声）  遺跡発掘で貝を見つけた，楽しかった。料理が楽しく作れた。 （保護者の声） 子どもが家に帰って料理を作ってくれた。 （スタッフの声）教室の目的はある程度，達成できたと思う。遊び心が優先しているが，子どもたちは楽しそうである。 【成果と課題】 ・参加者が全学年にわたり，高学年の子どもが低学年の子どもをリードして活動している。特に，料理教室ではグループに分かれて活動するのでグループ内でのリードの状況が良くわかる。 ・スタッフが固定化している。新規のスタッフ確保が難しい。 
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